
● 市長提出議案など（予算案２件、条例案１１件、事件案８件、人事案 1件、専決２件、報告１２件のうち主なものを掲載）

議案等審議状況

件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

令和元年度倉敷市一般会計補正予算（第２号）
　災害関連経費として、自力での住宅再建が困難な人のための災害公営住宅整備事業費、真備緊急治水対策
事業費、安全な避難経路を確保するための道路改良に要する経費、被災した市営住宅および真備図書館の復
旧に要する経費、大雨時の緊急対策として仮設ポンプを設置するための経費、申請受付期間延長に伴う災害
援護資金貸付金、また、国の制度改正や国・県などの補助内示に伴うものとして、老人福祉施設および民間
保育所施設整備助成事業費の追加分、山陽ハイツの再整備に係るＰＦＩ導入可能性調査に要する経費、阿知
３丁目東地区市街地再開発事業費、幼児教育・保育の無償化実施に向けた準備経費など、約４４億５千万円
を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市自然の家条例の制定について
　生涯学習施設としての機能の充実を図ることを目的としてＰＦＩ手法を活用した倉敷市少年自然の家施設
整備運営事業を実施することに伴い、地方自治法に基づく指定管理者制度を導入することができるよう規定
を整備するなどのためのもの。（×のところは、ＰＦＩ手法を活用した施設整備運営事業を実施すること、
あわせて指定管理者制度を導入することについて反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

倉敷市公園条例の改正について
　水島緑地福田公園体育館の改修に伴い、設備の使用に係る規定を整備するなどのためのもの。
（×のところは、消費税が１０％に引き上げられることを見込んでの使用料等値上げが含まれるとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

指定管理者の指定について（倉敷市自然の家）
（×のところは、上記の倉敷市自然の家条例の制定についてと同様の理由で反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

倉敷市少年自然の家施設整備運営事業契約の締結について
（×のところは、上記の倉敷市自然の家条例の制定についてと同様の理由で反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

(　　　　　　　　)○：賛成   ×：反対 
未－未来クラブ　創ーくらしき創生クラブ　無ー無所属クラブ　公－公明党倉敷市議団
新－新政クラブ　共－日本共産党倉敷市議会議員団　希－くらしき希望の会

※は、赤澤　幹温○、秋田　安幸×、塩津　　学○、時尾　博幸×、原田　龍五○、藤原　薫子×

● 請願（請願３件　請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

障害者自立支援法による自立支援医療費助成の改善及び精神障害者を重度心身障害者医療費助成制
度の対象者に加えることを求める意見書の提出について　（内容は議員提出議案へ記載しています） 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療の窓口負担の見直しにあたり、原則１割負担の継続を求める意見書の提出について
　後期高齢者医療費の窓口負担を現行の原則１割から２割にする議論が始まっている。年金収入も減る中、
後期高齢者の窓口負担の原則２割化は、治療が長期にわたる高齢者の生活を圧迫し、必要な医療が受けられ
ない事態を深刻にする。よって、後期高齢者医療の窓口負担について、原則１割負担を継続することを求め
る。（×のところは、現役世代にのみ医療費負担を強いてもよいのか、１割負担のままで制度を持続できる
のか、財源の確保が困難なのではなど、現段階で判断が難しいなどの理由により、意見書を国へ提出するこ
とに反対。）

不採択 × × ※ × × ○ ×

会計年度任用職員制度施行に伴う公務公共サービスの拡充と自治体臨時・非常勤職員の地位・待遇
改善を求める意見書の提出について 閉会中の継続審査

● 議員提出議案

件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

障害者自立支援法による自立支援医療費助成の改善及び精神障害者を重度心身障害者医療費助成制
度の対象者に加えることを求める意見書の提出について
　精神障害者は通院では本人負担が１割であるものの、入院はその対象から外れ、３割負担となっている。
病気の特性から、就職がままならず収入が少ない精神障害者にとっては、入院の３割負担は大きな問題とし
てのしかかっており、生活を強く圧迫している。よって精神障害者の入院についても１割負担とすることを
強く求める。
　身体障害者や知的障害者は、内科や外科などの医療機関にかかったときの医療費は原則１割負担である。
しかし、精神障害者は、内科や外科などにかかった際には、１割でなく３割の負担を求められる。他の２つ
の障害との間に制度上の差があり、障害年金でやっと生計を立てている精神障害者には、大変な負担になっ
ている。身体障害者や知的障害者と同じように、精神障害者を重度心身障害者医療費助成制度の対象者に加
えることを強く求める。（同趣旨の意見書を国・県に提出）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇
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一
いっぱんしつもん

般質問と代
だいひょうしつもん

表質問ってなあに？

【一
いっぱんしつもん
般質問】

議
ぎいん

員が、市
しちょう

長などに対
たい

して、市
し

の仕
しごと

事の進
すす

みぐあいや、市
し

の

将
しょうらい

来の目
め ざ

指す方
ほうこう

向について質
しつもん

問することをいいます。

質
しつもんないよう

問内容は、議
ぎあん

案に限
かぎ

らず、市
し

の仕
しごとぜんぱん

事全般について認
みと

められ
ています。

【代
だいひょうしつもん
表質問】

議
ぎいん

員が、会
かいは

派を代
だいひょう

表してする質
しつもん

問のことをいいます。

なお、代
だいひょうしつもん

表質問は 2月
がつていれいかい

定例会で行
おこな

っています。

倉
くらしきしぎかい

敷市議会には決
き

まった時
じ き

期に開
ひら

かれる定
ていれいかい

例会と、必
ひつよう

要なときに開
ひら

かれる臨
りんじかい

時会があります。

定
ていれいかい

例会は次
つぎ

のような流
なが

れで進
すす

められます。

第
４
弾

市議会キッズページ

？

１ ≪開
かいかい
会≫

議
ぎちょう
長が定

ていれいかい
例会の始

はじ
まりを

宣
せんげん
言します。議

ぎいん
員を集

あつ
め

る招
しょうしゅう

集は市
しちょう

長が行
おこな
います。

２ ≪提
ていあんりゆうせつめい
案理由説明≫

議
ぎあん
案（暮

く
らしを良

よ
くするた

めの提
ていあん
案）の内

ないよう
容や

提
ていあん
案した理

りゆう
由を市

しちょう
長

が説
せつめい
明します。

３ ≪質
しつもん
問≫

議
ぎいん
員が議

ぎあん
案などについてわ

からないことをたずねたり、

提
ていあん
案などをします。一

いっぱんしつもん

般質問

と代
だいひょうしつもん

表質問が
あります。

４ ≪答
とうべん
弁≫

市
しちょう
長などが、質

しつもん
問に答

こた
え、

わかるように説
せつめい
明します。

６ ≪委
いいんちょうほうこく
員長報告≫

委
いいんちょう
員長が委

いいんかい
員会で話

はな
し

合
あ
ったことを報

ほうこく
告します。

７ ≪質
しつぎ
疑≫

議
ぎいん
員が、報

ほうこく
告の内

ないよう
容でわ

からないことを、委
いいんちょう
員長

にたずねます。

８ ≪討
とうろん
論≫

議
ぎいん
員が議

ぎあん
案について、

賛
さんせい
成や反

はんたい
対の意

いけん
見を言

い

います。

９ ≪議
ぎけつ
決≫

議
ぎあん
案に賛

さんせい
成か反

はんたい
対か、

市
しぎかい
議会としての最

さいしゅうてき
終的な

考
かんが
えを多

たすうけつ
数決で決

き
めます。

１０ ≪閉
へいかい
会≫

議
ぎちょう
長が定

ていれいかい
例会の終

お
わり

を宣
せんげん
言します。

こうして市
しぎかい
議会で決

き
まった

ことをもとに、市
しちょう
長は仕

しごと
事

を進
すす
めているんだ！

この質
しつもん

問と答
とうべん

弁のやりとりが

市
し ぎ か い

議会だよりの質
しつもん

問ページに

載
の

っているよ。

ぜひ、読
よ

んでみてね！

① 本
ほんかいぎ

会議

市
しぎかい
議会キッズページ第

だい
３弾
だん
を見
み
てね！

（市
しぎかい
議会だより第

だい
１３０号

ごう
）

５ ≪委
いいんかい
員会に付

ふたく
託≫

議
ぎあん
案を６つのグループ（委

いいんかい
員会）にあずけます。

あずけることを付
ふたく
託といいます。

あずけられた議
ぎあん
案について話

はな
し合

あ
い、委

いいんかい
員会

としての考
かんが
えを多

たすうけつ
数決で決

き
めます。

② 委
いいんかい

員会 ③ 本
ほんかいぎ

会議

※

定
て い れ い か い

例会の流
な が

れはどうなっているの
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